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　　194  年 Landsteiner 及び Wiener に依 つ て 發

　見 さ れ た Rh 式血液型 は ， 其れ以前 に 發見 さ れ て い

　た 各種 の 血 液型 と大 い に異 な り， 臨床上重大 な意

　義 が あ る こ とが剣明 し， 米英 に於 て は それ に 鬮す

　る 多數 の 研 究が發表 された．然 る に 我 國で は戰後
’

僅か に 基礎的研 究の數篇 を見る に 過 ぎな い ．Rh式

　血 液型 の他 の 血液型 に 比 し特異な黠は 其の 同種免

　疫能力の 張力な こ と で あつ て ， 之に 依つ て 今迄不

　可解 で あ っ た 輸血時 の重篤な副作用及び胎兒赤芽

　細胞症が正 に 此 の事實に 原因す る もの で ある こ と

　が Wiener，
　Levine及 び其 の 協 力者の 研賓 に依 つ

　 て 明 らか に さ れ る に 至 つ た．

　　入間の 血球は Rh 因子或 は Rh 凝集原 と云 うア

　 カ ゲ ザ ル （Macacus　rhesus ）血球 中 に存在 す る型

　物質 を有す る もの と有 しない もの と の 2群 に分類

　 さ れ ， 前者 即 ち Rh 陽性 の 頚L球 が輸1血或 は胎盤 循

　環 に 依 つ て 後者EPち Rh 陰性 の 血 液中 に移行すれ

　 ば ， 此處 に 冕疫 の 現 象が起 り， 後者 の 血液 中 に は

　 Rh 囚子に 封す る 抗鱧 帥ち抗 Rh 抗體 が生 じ ， 之が

登 　　Noboru　K二amiya

抗原で あ る Rh 陽性並正球 と合す れ ば ， 所謂抗 原抗

體反應 に依 り血球 の破壞 が起 り， 之 に從っ て種 々

な臨床症欺 を惹起 する の で ある．

　Rh 式血 液型 に は各種 の 亜 型及 び Rh 因子 と は逆

の 瀰係 に存在 する Hr 因子 が あ る が ， 私は Rh 陽

陰性及 び抗 Rh 抗體 （抗 RhD 抗體）に 關 して 若干

の 基礎的研究 と臨床的研究 を行 つ た の で ，以下 其

の概要 を報告す る ．

　　　　　　　第 2 章　基礎實驗

　第 1節　抗 Rh 血 清作製

Rh 因子 の發 見者 で ある Landsteiner及び Wie・

ner は最初ア カ ゲザ ル 血 球 で 家兎を冤疫 し て 抗血

清 を作製 した が ， 力價 が弱 くて 實用 に邁 さなか つ

た の で ， 後家 兎 の 代 りに 海獏 を使用 して 其 の 目的

を逹 した．我 國 に於 て 最初 に抗 Rh 血瀋 を作製 し

た の は 井鬮及 び林 田 で ある が， 氏等は ア カ ゲ ザ ル

で はな く薹鞴 （Macacus　cyclopis ）の 」血球 で 家兎

を免疫 した もの で ， 之 が果 し て 抗 Rh 」血清 と 同 一

で あ る か否 か に就 て は疑問がある．・小川 は 日本で

始め て ， ア カ ゲ ザ ル 血 球 で海獏 を冤疫 して 作製 し

た． そ の 後猪野，
加來 ， 繕所 の 作製報告が ある．

　私は 1947 年 Lands蔑einer 及び Wiener の 方法

に 從つ て ア カ ゲザ ル 1血球 50％浮游液 2cc宛を10頭

の 成熟海猥腹腔 内 に 5 日 目毎に 4 囘反復注入 し，

5 日目 に 全採lfa．して 血清 を分離 し， 非働化 した後

O．5％ の 割 に石炭酸を加 え氷 室内に保存 した．10頭

中 2頭 は第 2 囘注入後死亡 した．，

　凝集反應 は内徑 6 粍 の 小試驗管 を用 い 試驗血清

を 2倍稀釋法 に よ り稀釋 して 、1滴 宛入れ，
’
e．の上

に試驗赤血球 の 2 ％生理 食鹽水浮灘液 を 1 滴加 え

N 工工
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j 静か に混和した後 37 ℃の 孵 卵 器中に1 時聞

置後 凝集 反應を

し た ． 　 冤 疫前に於 ける 海獏血清の ABO 各 型

赤 血 球 に 封する正常凝集價 は 個 體差 が著しく 0
32

倍 であ る が，冤 疫後では 20 〜320 倍 に ．F ．

し， 抗體 産 生 は 免疫前 の凝集 價 に關 係なく 個

差が 見られる が ABO 型 ，　 MN 型に 依 る 差は殆ど

られない．抗 Rh 標準血 清に 依り型の 明 ら か

Rh 陽性 血球 に比 し Rh 陰性血 球に 對し て はそ

凝 集 價 は稍 虫低いが ， 差が少 く 型 剣 定

實 用 には不適 常であ る． 　 こ の ．血 清を 實用に 供

るの には Rh 陰 性 「 配球で 吸 牧 することが必 要

， 私は血 清の 10 倍稀釋液に 甥し その 孚 量 の AB

　Rh 一 血 球 を 以 て吸 牧 し て Rh
陰
性 血球 に對 して

全 く凝 集せ す ，　Rh 陽 性」 血 球 に對 し て は 4

{迄凝 集する 血

を2 頭 の血清よ り作製し得 た． 　 此の 稀

吸牧 せ為 抗血 清 は氷 室内 に保存 して も 1 〜 2

聞 後 には 凝 集 價 が 低下 して 使 用に耐えな いよ

にな

が ， 原液は約2 力 年間 使用 し得ら れ た． 　Macacus科に圏 す
る

M ．　cyclopis ，　M ．　cyno − melgus
及び M ．　fuscata の血 球で 家兎 を 免疫 し

得た 」血 清
はRh 陽 性」 血 球 に 對し て凝集性 の 差異

を示さす ， Rh 陰 性 血球で 吸 收 しても同樣で抗Rh

凝 集 素の産生は認め ら れな かった． 　即 ちRh 因 子

ﾍM ．rhesus 及び 人 聞 に存在す る 型 物 質で

他 に

存在 するかも 知れ ない が
一
般

ではないと 思 わ れる ． 　 第 2 節　 抗 Rh 抗

檢 ・査 　 Rh 因 子に依つて 感作された人 の血

中 に 生 じた 抗 Rh 抗 體 の 質 的及び 壁的檢 査 は 臨床

重要な意 義がある．人體に塵 生される抗 Rh抗畳

には 抗 Rh 凝集 素 （2 價の 抗體 ）と抗 Rh 不完

凝集 素（1 價 の 抗體，阻止抗體）と の 2 鍾類が

在し，前 者は Rh 陽性 」 血 球 の 生理食 鹽水 浮

液 と反應するが ，後 者 は薪 鮮 血漿 又 ぱ 血清浮 游

と のみ凝集反應 を 呈 す る ．．

清が何倍稀 釋迄凝集反 應を 起す か を前 都で 述縛た 試驗

法に依 り檢査 する ． 　 」 血 漿或は∫帽 青の代 用物 質

し て Diamond 及び Denton ぱ 牛 の

ル ブミン20 ％ 溶 液 を 推 奬 し て い る が，私は市

の 卵 白ア ル ブ ミ ン を使用し ， 血漿 と同樣 凝集反

を呈 する こ と を 知 った．EP ち 市販 の 卵自アルブ

ン を20 ％の 割 に 生理 食鹽水に溶解 し マーゾ

ン末 を 5000 分 の 1 の割 に加えて 氷室 中

ﾉ 保 存し，用に 臨んで 使用

る ．凝 集反 應 は薪鮮 血漿 に 比 し 猫よ劣るが 實

i こは供 し 得 る． 　 第 3 節
　Rh 因 子の 分布

Rh 因子 の 分 布は人種 に 依 つ て 大 きな差異 が あ る

米 英 のコーカサス 人
で

は ， Rh 陽 性が 凡そ 85 ％

陰 性が凡 そ 15 ％ である が，左米黒人
で

は Rh 陰 性

0〜14 ．5 ％，アメ リカ土人
約
3 ％ ， 在米中國 人 1 ．

刀 C 在 米口 本 人0 ． 6 〜 2％，イ ンドネ シ ア 人 e

5
％ ，濠 洲原隹氏 7．0 ％ ，パプ ア人 3 ．0％である． 　我國に

ける調査で はRh 陰 性の頻度は 小川 9 ．1

％ ， 猪野3 ・ 1 ％ （東京地方） ，加 來， Schn
der 　l．3 〜1 ．5 ％ （ 熊 本地 方）と 報告 し

いる ． 　私は吾教 室 を訪れた 患
者 及びその家娩 　 男

職 員等1144 名 に就き第1 節に 述べた抗Rh 動物血

を用い調査 iし，同時 にABO 式，　MN 式，一 部 に は Q
， S 式血 液型 を檢し・た ．結果は1144名 中Rh陽 惟 …1

5 名 96．6％，Rh 陰性 39名3 ．4 ％であ り，性別 との關

は男子407 名 中Rh 陽 性 394 名96 ．8 ％ ， 　 Rh 陰

13 名 3． 2％ ，女 子
737 名中Rh 陽 性 711 名 96

5 ％ Rh 陰 性 26 名 3 ．5 ％ で ， 性別 1 こ は

關係 で ある ．ABO 式， MN 式， 　Q 式，

S
式

各

液型 と の關係は 第1 の如
で
その 間 に

別の關係 は認め ら れな

． 　 　

1

Rh式血液
と 他 の 血 液 型

の關係 血液型 Rh陽性　Rh陰性 　　日本 計

@ 　 人標
往 ﾉi ％ 、 副 葱 癖 … 暫 ABO式i

倉 1 搬 驃 蓄 蝿 二 圓 彌 「 ザ i一婁嬰96 ．8　12 　ｾ ． 2 　 37132 ．43g ．．5M
a ！齧 　 　　 　　 　　 　　

31996
，4．12 　　　　

　
　 　 　 　 　 　 　　 3 ． 0 　 20317 ．820 　　　

　 　
　

　　19797．G．　6 　　
　
　　 　

　 　 　 　
　
　　．．3 ．41610

，3…5σ一 　　　　　MN

　　 　　　　 　　 　 5899

D6 　21 ・ 式1 薯一「一 ｝ 纈 i ． ． 9 ．一

191剛蠶翻一 ・式噌一．．
 鍵ll：鬻；嬲 　　　　　　第
3章　臨床實驗 　第1節

　
不妊症

Rh因子 　不妊症の原因とし

は男子
側
，女 子 側 に 多 數 擧 3． 4 　 41836 ，538 ．
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．
げ られ て い る が

，
日鴬我 々 の爲 し得 る 臨床檢査 に

依 つ て は その原 因の 發見出來 な い 所謂 原因不 明群
’
は 篳問の進歩 と共 に漸減 して 1ま來た が ， 徇相當 の

・率に 存在 して い る． 此 の原因 不明群 の本體 と し て

．ビ タ ミ ン E 缺乏読 ， 體質論 ， 死因子読等が發表 さ

れた が未だ 明 らか で な い ． 血 液型 と不妊症 との 關

蓮 性を姶め て 檢討 したの は内垣 で
， 不妊夫婦は A

BO 式で 同型 が多 い と報 じ， 鈴木 も同樣 な報告 を

して い る の に 反 し， 中島は妊娠成立 に 對 し血液型

は爾係な しと報 じて い る．Rh 因子が發見 され Po・

／．mnierenke は抗 Rh 抗 體 に 依 る妊卵 の早期破壊 が

不妊原 因 とな り得る の で は なか ろ うか と報 じた．

　 私 は 結婚後 2年以上 を經た原發不妊患考に 就 き

先 す精密な診察 に依 つ て 不妊原 因 とな る べ き局所

的竝 に 全身的疾患 を認 め な い もの 90例 を選 び， 子

宮 卵管造影法 を行 い
， 異常 を認 め な い も の 55例

（61．1％）を得た．之 に封 して Huhner　test を行

・い ，

一部に は精液檢査 を行 い
， 無精子症 3 例 ， 精

子 減少症 2 例 を發見 した． 他方豫定月經發來前 に

子宮内膜 を診査掻爬 し組織檢査 を行 つ た結果 ， 増

．殖期像 を示 し無排卵性 月經 と認 む る もの 2例 ， 子

1宮發育不全 症の 像を呈 す る もの 1例， 慢蛙炎症 の

像 を呈 する もの 1 例 を發見 した． 以上の 檢査 に依

り異常を除外 し得た殘 りの 46例に就 き夫婦兩 者の

’
Rh 式血 液型 竝 に ABO 式 ，

　 MN 式，一部に はQ式，
LS

式 血液型 を檢査 する と洪 に Rh 陰性婦人 に封 して

は ， その 血清中 の 抗 Rh 抗體 の 有無 を檢出 した．

　 46 組 の 原 因不明 な不妊夫婦 の ．血液型 は第 2 表 の

如 く ABO 式 ，
　 MN 式 ，

　 Q式 ，
　 S式 で は兩者共 に我

國標準値 に 近 く， 特嬲 な異常 は認め られな い が．

Rh式 で は 妻側に Rh 陰性者 カゴ薯 し く多 く 6名 13％

　を占 め る ．

　 夫婦爾者の 血液型 の 相 互 驕係 を考 察す る た め ，

爾者同型 で あ る 群 と 兩者異型 で あ る 群 と の 2 群 に

分類 し ， 異塑 を更 に逋合型 と不遖合型 と に分類 し

．た． 之は兩者間 に 生 れ る 兒 の 血液型物質が母 を免

疫 す る 可 能性 に 就 て の 分類 で あ つ て ， 異型 不適合

型 の み こ の 可能性が存在 す る．46 組 の 不妊夫婦 の

血液型の 相互驪係は第 3表 の 如 くで ABO 式．　 MN

．式 ， Q 式，　 S式 で は 理 論値と實駲 直と の 闇 に は大

な る差 は認め られ な い が ， Rh 式で は不適合型 が理

論値の 凡 そ 4 倍 に 當る． 理 論値とは我 國標準値か

ら計算した もの で あ る ．Rh陰性婦人 6 名 の 血 清中

に は抗 Rh 抗體 は證明 さ れ な か つ た．

　　　　　　第 2表　不妊 夫婦の 血液型
丶

＼ 配妊 夫 va

　
血

液
型　丶

妻 夫

例數 　％ ．例數
1

％
　 　 　 　 　 1　　　　 旨

・・ 式 ！ 畏豊霊
　 　 　 　 　 　 0

ABO 式
A 　 − iユ8

B 　 　　　 　 g
AB

40　　　87．Q　I　45　　197．8
6　113rO　　　1　　　2 ．2

　 　 　 　 　 17　　37．014　　3〔），4

　　 39．エ「 16　 　 　 　 　 　 　 34．8
　 　

一
工9．6　 　 　 　 　 　 　 　23．9　 　 　 　 　 11

51 ユ0．9　 　 　 　 　 　 　 　 4．3　 　 　 　 　 　 2

→MN 式

　　　「　 MN
’

　 　 　 　 　 　 Q
Q 式
　 　 　 　 　 　 q

−o一

2

…
一
一

　　 121．7　 瓶一
9 　＿19L6．「 8

‘

　 7　158．7　 26

9　 40、9 …

13　 　59．1

26 ．117
．4

　 　 56．4
10　 　45．5
12　　64．5

S 式
SS 15　　68．2　　17　　77．3

7131 ．8 ，　5 　22．7

第 3 表　不妊夫嬬血液型相互 颶係

型

＼
＼

數

％

異

丶

例

＼

型

．

丶
同

＼

液

式

へ＼

血

紬

丶

　　　　1 理論値　％

　 　 　 　
：

例 　 　 　數

ABO 式　　　　％

同　型

異 型

潼合型 不邁合型

3984
．812 。2

93．4　 　 　 3．3
1328
．3

6033nQ
−一

MN 式

王里言講f直　　％　　　　29．6

例　　　數

　　％

理言侖値　％

jl．、±轟、

　26．8　1　43．6
15　　　　　14　

−一一
丁　17　，

32r召
一『一

…蜀雇
一．
1　37．〔「

一．

38．0　　　　25．0　　　　37．0

Q 式

S 式

例一　　　　數 一I　l尹．＿ ＿4＿＿．　　5−
　 ％ 　　　　　　　59．1　　2　 18．2　　　　22．7
蕚里言侖

tlfi
　％　　　　58．0　　　21．0　　　21膠0

例

％
一數

結志「 1 畠．。

．『

理 言俺値　　％　　　58．0　　　　　 42．0

　以上 か ら不妊症 と ABO 式，
　 MN 式 ，

　 Q式 ，
　 S 式

と の 間に は 何等 の蘭係 も認 め られ ぬ が，Rh式 と の

間に は若 干 の 因果鬪係が認 め られ る． 但 しそれ が

Rh 同種冤疫 に 因る とい う證明 ， 即ち Rh陰性 の 妻

に 於け る 抗 Rh 抗體 の證明 は 出來なか つ た．皀口ち

冤疫 と い う全 身反 應 で な く， 特 に 感作 を受 け易い

婦人 に あ つ て は局所 反應 と い うべ き 形に於て 妊卵

の 早期死 亡 吸牧 が行 わ れ る の で は な か ろ うか．

　 第 2節　流早死蘆 と Rh 因子
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　 自然流早死産の原 因 と して は 多數 の 局所 的竝 に

全身的疾 患 が擧 げられ て い る が ， 臨床⊥ その 原 閃

の發見出來な い 所謂原 囚不 明群 の 多 い こ と は 口常

我 々 の經驗す る所 で， 多數 の 統計 を見 て 邑約4黴
は 原 因不明 と され て い る

　 斯 の 如 き原 囚不 明群 の本體 に就 て は 内分泌性 失

調論 ， ビ タ ミ ン 缺乏論 ， 逡傳的死 因子 読漁 疫説等

が あ る が， 」敢液型 の 見地 か ら甫 め て 本問題 を論 じ

た の は 1928年 Paroliで ABO 型 で 兩 親異型 の 場合

流産 が起 り易 い と報 じ， 之 を兩者 の 體質的不適 合

に 歸 した．其の後 Tranquilli・Leali
，
　Ettore

，
　Izzo

，

中島等 の贊否爾論 の報告が あ る．

　 流早死 産が Rh 囚子 に依 る 同種冕疫 に 依 つ て 起

る こ とを甫 め て 唱 えた の は LeVine で 其後多數 の

贊否 爾論が あ り， 近年 に 於 て は早期流産に就 て は

否定的見解が多 い ．

　 私 は吾 教 室 を訪れた 流 早死 産患者 の 中原 因 不 明

と思 われ る 例 を邏 び， 夫婦兩者の 血液 型 を檢査 す

る と共 に ，
Rh 陰性 の 妻 に ぱ そ の 血 清中の抗 Rh 抗

騁 の 有無 を檢査 した．

　 第 1 項 　流産とRh 因子

　 流産 と して は妊娠第 28迥迄 の もの を採 つ た．實

驗例は總數 79例で
， そ の 中既往 に 同樣原因不明 と

思 わ れ る 流産 を認 め る場合 が多 く， 2囘 以上 の 所

謂 習 慣流産 が 47例 を占め て 居 る．流産 時の妊娠 月

數 は 總流蓙i數 184例 中妊娠第 3カ 月が77例 で 最 も多

く， 以下第 2 ヵ 月， 第 4 ヵ 月 の順 で第 5 ヵ 月以後

は 44例 に 過 ぎな い ．第 1 囘流産が第 1 囘妊娠 で あ

る 場合が最 も多 く52例 で 凡 そ
2
！s を占め て い る．

　 それ等 79組 の 南親の 血灌型 ｝ま第 4 表 の 如 くで ，

全 て の型 に 於 て 頻度 は標準値に近 く特異な點は發

見 出來 な い． 叉 Rh 陰性 の 母 の 血清中に は抗 Rh

抗體 を證明 し得な か つ た ． 兩親の 問の 血 液型 相互

關係 は第 5表 の 如 く で，Rh 式 に 於 て は 勿論 ， 他 の

血 液型 に 於 て も 理論値 と近 似 し特 に 不適 合型 が 多

い と云 う驪係 は見 られな い ．

　以上 に 依 ）IK 近 に於け る 諸家の報告に 一致 し て

Rh 因子 不適合は流産の 原因 と は な らす ， 之 は未 だ

同種莞疫 を惹起 せ しめる に 足 る だ けの Rh 凝集原

が胎盤循環 を通 じ て 母 」血中 に 移行 せ す ， 叉 抗 Rh 抗

體 も胎兒血 中 に逆 行 せ ぬ た め で あ ろ う． 況 んや趣

の 同種免疫能力の 遙か に 少 い か ， 全 くな い 血 液型

物質 が 流 産と無關係で ある こ とは 明 らか で あ る．

　　　　 第 4 表 流崖 を 超 しfこ兩 親 の 血 液

兩

蹠　液
　 　　 型

Rh 式 　 ヨ

　　　　…
ABO 式 …

親

Rh 十

Rh 乙

OAR

鴣

M

　 　 母 　　　　　父

例數　　％　　例數　　％

　 76　　　96．2　　　76　　　96．2

　．．3．．3・8 　3
．

3・8
　 22　　27．4　　25　．3L6
　 3  　　：38．4　1　 29　　　39．7　　 　　　　　　　　　　　一幽
i6　i20 ．31 　19

− −
24．1

「正丁
一一
113．b

’
1　　6　1　7．6・

MN 式 　

NN
．

M

201 　 25・・3123 一しe．9・1
　 　 21．51　 　 　 　 　 1617　 　 　 　 　 　 　 120，3
42　　　53二旦一⊥　4q　　I　50．6

Q 式

S 式

QqSs
．
＿＿．＿負＿i36． 　一＿5　　132．0
　 16　「64rO　　17 　　68． 

　20　　…80．0　．　16　　　64，〔｝
　 5　　．・20．0　．　　9　　　36．〔亘

第 5 表　流産 を 起 しナこ爾親血液型 の 柑 互 關係

∵∵ ☆ 型

1

。羅 型
．

・・可 例
．

。

覿 1畜
．

編 …．豆、

AB ・式
一
 

鑾
．…18．4．…暴：6蚤 、

−

M ・ 式
例

％

数
…一§1、r 書 r 壕1．。．一　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　tttt．＿　　　　　　　　

・ 式 …
例

％

數

器  
一．

、1計 21．o
…

・ 式
旨

例

％

數
：譱1．。 ．．． 1§．。

　 第 2 項 早産 と Rhi 大1子

　實驗 例 ｝ま 43例 で
， 其 の 中翫往に 同樣原 因不 明 と

恩 わ れ る早産を經驗 して い る例 が 22例 を占め ， 最．

高 7 囘の もの が 1．例 あ IJ
， 初 産嬬が 27冽，經産嬬

が 16例 で 第 1 囘妊娠 よ り早産する者 が多い ．

　43組 の 兩親の 血 液型は 第 6 表 の 如 くで ，ABO 式

MN 式 ，　 Q式 ，
　 S 式 で は標準値 に比 し特 に著差 を認

　　　 　
め 鋤 ；，Rh 式 で は母 が Rh 陰性の 揚合が 5 例 ！1．6・

％ を 占め標準疸の 3 倍強 に あた る． 兩親 の 血 液型

の 相互 開係は 第 7 表 の 如 くで
，
ABO 式以 下庫 ま特

異な點は ない が ， Rh式で は不適 合型 が 5 組 あ う驥
」

論値に 上ヒし特 に 多 い ．
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第 6 表　早産 を 起 しアニ兩 親 の 血液型

丶
＼ 匣．
血

液 壟
　　親　　　　母

．丶丶
＼ ＿ 例數 　 ％

　 　 　 　 　 38　　188 ．4　1
　 　 　 　 　 5

父

　 　 　　 　 lRh十
Rh 式 　　

一
盆弄 ＿

　　　1− 　 o

AB ° 式 1−一 念
　　　　　

一

驍
　 　 　 　 　 　 NMN 式

　 　 　 　 　 　 MN
　 　 　 　 　 　 Q
　Q 式
　 　 　 　 　 　 q
　 　 　 　 　 　 S
　S 式 　　　　 s

例 數

42
一

　　i11．6　 　 　 　 　 　 1
10　

’
23：奪　 　 　 　 　 17

21　　 48．8　1　 17
11　　25．6　　 8

一
、11，1：｝．

一
、1−

　 6120 ．919−
24
　　

5瓦
．
8　1

　19一
　3

．
127 ．3　　　5

　 8　　72．7
　 　

．
…紅「コ『　 9　　　　　　 8

　 　 　 18．と ．　 3　 2

％

97．7
五 」

39．5−
39T5

−
一
蛤フー
互3

−

34．9
　　
　一

992

ゐ
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尸
0
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4…
45
ロ45

一
．
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第 7 表 早産を起 しテこ爾親血液型 の 相 互 關係

72．727
．3

一
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 同 　型

血
液 ・

型
’一

型

．
＿ ．」

　 　 　　 例　　　數　　 37　　　 1
Rh 式
　　　　　　 ％　　　　　　　

’−
1
一
　窟6：1　　　　　　　　2．3

… 剥
一阯

τ
數 「亙 こロ 5

　 　 　 　 例 　　　數MN 式
　 　 　 　 　 　 ％

　 　 　 　 16112

　 27．9　　　37．2

黔 型 i不 適合型

　 　 　 　 5

　 　 　 　 11．6
　 　 　 　 13
34．9

一
叙0215

二
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 34．9
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 4

−一．
　 　　 　 　 倒 　　　數 　　 5　　　 2
　 Q 式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 36，ぎ

一
　 　　 　 　 　 　 ％ 　　　　　　　45 ．5　　　18．2

・ 式 1例

％

數

［轟、 1 、1．5− −

　Rh陰性 の母 5 例に 就て その 血清中の抗 Rh 抗鱧

の 有無 を險 した が ， 2例 に は 明 らか に之 を證明 し

た． こ の 中 1例 は 41歳の 10囘經産婦 で ， 内 5 囘 は

妊娠第 9カ 月で 早産 して 居 り， 抗 Rh 凝集素 は 1 ： 16

抗 Rh 不 完全 凝集素は 1 ： 32に 見 られ，．10人 の 兒

の 中現 存 す る の は 2 兒 の み で ， 他 は總 て 數時間乃

至數 日 で 死亡 し， 内 6人 は 胎兒赤芽細胞症 で あ つ

た と推定きれ る もの で あ る．他 の 例 は 25歳の 2 囘

經産婦 で ， 2 囘共 に妊娠第 8 カ 月で早産 し， 兩兒

共 に 生後間 もな く死 亡 した．

　以 上か ら早産の原 因 と して ABO 式 ，　 MN 式等 は

無關係で あ る が ， Rh式は 或程度迄 原 因 と して 價値

が あ る もの と判斷 され る．帥ち Rh 因子不遖合 が

母 兒間に 存在 して 同種免疫 が行われ母體 に抗 Rh 抗

體 の産生 が あ つ た場合， 之 が妊娠末期に 胎皃 に移

行 する こ と に 依 り， 其 の循環内で 血球 凝集乃至 溶

．血 反應が起 り， 延 て 早産が惹起 さ れ る こ と は 考 え

得 られる こ とで あ る． 勿論抗體移行 の量 ， 時期 ，

個體 の 感受性等 に依 b 幸に滿期薗 こ至 る もの も多

い で あ ろ うが ，

一部 早薩に絡 る こ とは可能 で あ ろ

う．

　第 3項 　死産 と Rh 因子

　Rh 因子が發見 され胎兒赤芽細胞症が之 に依 る母

兒間の 抗 原抗體 反應に 原 因 す る こ とが明 らか に な

る と共 に
， その 重症型 と して 胎 内死亡 が起 きる こ

とを甫め て 指摘 したの は Levine で あ る．

　私は 妊娠第 29 週以後の 死産 28例 に 就 き調査 し

た． その 中原因不明 と思 わ れ る死産の 既往歴 を有

する ものが 7例あ り， 初 産婦 13例 ， 經 産婦 15例 で

あ っ た。28 組 の 兩親の 血 液型 は第 8表 の 如 くで ，A

BO 式，　MN 式に は特異な點が見 られ ない の に反 し

Rh 式では母 にRh陰 陸の もの が 3例 10．7 ％ あ り1

標準値 に 比 し著 し く多 い ． 又兩 親の 閼に 於 ける血

液型の 相互 關係は第 9表の 如 くで ， Rh式で は不邁

合型 が 3組の 多 きを占 め る が ，
ABO 式 ，　 MN 式で

は 理論値と近 い ．

　　　　 第8 表 死産 を 起 しすご兩親 の 血 液型

＼ 兩

　 ・ 1
血

液 塞
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11 ’139 ．3 第 9 表 　死産を 起しれ

親
の血液型相互關係
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型 1樋鰹

・。騨。數一 il − ， 　ll 。ト撫 　 Rh 陰 性

母 の 血 清中抗 Rh 抗體 は 3 例 中 1 例 に 抗Rh 不

全凝集素が1 ：2 に見出 された ．本例〜 1 ・ま 37歳7 囘 經

婦 ， 　第 1兒よ
　

り第
3

迄 を ま 滿 期正 ． A
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常産で 生 後異常な く育 つ た が ， 第 4 囘は妊娠第 9
カ 月，第 5 ，6 ， 7 囘 ｝ま妊娠第 8 ヵ 月 で孰 れ も原 因

不 明 の 死産 を反 復 した．本例 で は 母 が明 らか に Rh

醒子 に 因 つ て 感作 さ れ て 居 り，艮h因子 に 因 る 死 産
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丶、　 兩

と 考 え られ る． 他 の 樋 合型 2 例で 蹴 鰍 ・發見 　
丶
　 　 親 　

母

・祕 い ・・
−E・， 之 が R ・町 ・驚 も。 、z ．、鰍 　

血
液

型

鯔 來な い ．之 ・要 … 死産・ 脳 と し・ ・姻 　
・・ 幻 匙

鑞 錨繍撚   欝 。i！B° AB ・刈 1 婁
．

第 3・El・i 縦 雕 血 隊 患 と R 姻 子 　 　 　 　 全旱　
t7

．

　母 兒間の 血液型の 不適 合が その原 因で は なか ろ　　　 MN 式　　　 N
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 MN
うか と想像 さ れ て い た 新生 兒疾患 に 薪生 兒重症 黄

疸 ， 汎發性胎兒水腫 ， 新生 兒貧血 症，及 び新生 兒出

血 症 の 4 疾 患 があ b ， 共に共通 した臨床症欺 をイf
し， 流血 中 に 多数 の赤芽細胞 を見 る こ と ， 肝臓及　　　

丶．
同一　異

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 型

欝寮1灘 鞭鬟鎚 

口産嬬誌　第 4 卷 　第 8號

くで あ つ て ，Rh 式 iこ於 て 不適合型 が 8例 13．8％ の

高率 を 占め る 以 外特 に特異な點 は 見 られ な い ．

第10表 新 生 見溶血性疾患疑 の 兒 の 兩 親の 、血液型

父

・
二＼ 酬 ％ 例 數　　％
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．98．3．
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20．7　　14 　　24．1
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　11　　　19「0
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　17

　 29 　．50 ．0　ト　21

第 11表 新 生 兒溶血性疾患疑 の 見 の 兩 親 り

　 　 　 　 血 液型相 互 闘係

　　　

134．529
．3　　　　　　　　　　　

36．2

溶 」血性疾患 （Hemolytic 　Disease　of 　Newborn ）の

名 稱が廣 く用 い られ て い る．此 の 疾 患が Rh 因子

の 母 兒不 遖含 に 依 る 抗 原抗 體 反應を原因 と して 起

る溶血 性疾患で あ る こ とは Levine 及 び その 協力

者 の發見 した所 で あ る．併 しその 全 て が Rh 因子

に 依 り發生する の で は な く， そ の 10％ 位は
’
AB 型

質或 は Hr 因子等 の 不適合 が原 因 で あ る と い う，

　私 は 薪生 兒溶血 性疾患 と 血液型 と の 關係を調査

する た め薪生児黄疸が 強度 で その 原 囚不 明な もの

31 例 ， 原因不 明な全 身水 腫 が あ る もの 2 例 ， メ レ

ナ 症歌 を呈 した もの 5 例 ， 出生後短 時 日 の 開 に 原

悧 不 明 で 死亡 した もの 15例，出生 時奇形 を有す る

もの 2 例 ， 新生 兄時期 に は異常 を認 めなか つ た が

後精神障碍 を認 め た もの 3例 計 58例 に 就 きその 雨

親 の 」血液型 を調 べ る と共 に Rh 陰性 の 母 に は その

血清 中の抗 Rh 抗體 の有無 を調べ た．

　兩親の 」血液型 は第 10表 の 如 く
『
ε， 母 に於 て Rh陰

性 が 13・8％ の 高率 を 占め る 以 外は 各血 液型 の 頻度

は ， 凡 そ標準値 に 近 く特 別の異常は 認 め られな い．

兩親の 間に於 け る 血 液型 の 相互 囲係は第 ヱ1表 の如

M ・ 式   耽 ・ Is31
．0

異
’
　　 型

適 合 型 不 適合 型

1L722
溶

8
∩
j

　

l
　 　 　 23
37．9　　　　39：7
21　　　 19
36．2 　1　32．8

　Rh陰性 の 母 の 分 布は重症責疸 31例 中 6例 19．4％

胎 兒水腫 2例 中 1例，早期死亡 15例中 1 例 計 8 例

で ，最鋒の 1 例 を除 く7 例 に は その 血 清中 に 抗 Rh
抗 體 を證明 し得 た．重症黄疸31例 中Rh 因子不適合

の 場合 を除 い た 25en，　gに 於 て 兩親めABO 型相互 鬮係

を見 る と同型 4 例 （16％ ）， 異型適合型 8例 （32％）

異型 不適 合型 13例 （52％）で 不適 合型 が理 論敏に 比

し稍 麦多 く，MN 塑 オ1｛互 鬧係 に 於 て は同型 9例 （36
％），異型適合型 10例 （40％），異型 不適合型 6 例

（24％ ）で 却 て 不邁合型が稍 爻 少 い．

　以上 よ り新生 兒溶 血性疾患 に關 して はRh 因 了
・
は

箪 大 な關係 を有 し， 兩親の 不適合が 薪生 兒 に封 し

重症 黄疸叉 は 胎 兒水腫 等の疾患 を齎 す もの で あ る

こ とが 了解 され る．ABO 式血液型 の 不適合 も關係

を有 する よ うで あ り， 英米文獻 に ぱ こ の 症例 報告

が 多數 見 られ る．

MN 式血液型 は 無關係 と思 われ る．

母 が Rh 陰性 で 而 もその 」血清 中に抗 Rh 抗體を
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顎．

證明 し得た 7例 を表示 すれ ば，第 12表 の 如 くで あ

．畜．

維邇 を觀察 し得 た新生兒に就 き詳蓮 す れば以下

の 如 くで ある ．

第 12 表　Rh 因子 不 邏 合 に 因 ろ新生兒溶 血 性疾患

薗 番號 氏 　名 1年 齡
1

血 液 酬 抗 Rh 抗 體 分娩年齢 新　∠1三 見　の 　經　過

一

　　1
　　i
　　IlI

關　 O　 ネ

　　… 蕪戀 鑼1
…・ ・免゜

蝿 髓舞讒・2
乳 35歳 7月

1．9　 異常な し　現存

2。6 　異常な し　現存

3．6　重症黄 痘 　23日で 死 亡

4．♀　 重 症黄 疸　 3 日死亡

5　♂　重症黄 疸　2H で死 亡

  ♂ 9 ヵ 月末人 工 早産 42分 で 死亡

  ♂ 重症黄疸 62時間 で死亡

2 ．
湯 ○ や ○ 子

　 i

3 久 ○ 丿IIOつ

4i 高○ 谷 Q よO
I

31AN
　Rh 一

夫 ON 　 Rh十

抗 Rh 凝集素　1 ： 1

（第 3 回産後 3 ヵ 月及
び 2 年 後 ）

ABN 　Rh一
第 IO囘妊 娠 3 ヵ 月 H吉…

（前囘分娩後 9 ヵ 月）

抗 Rh 凝集素　1： 2

抗

鑼綾｝・・ 32

第10同分娩後 5 週間

抗 Rh 凝集素　1 ： 16

　 　 　 　 　 　 1．31．26歳 5 月
　 　 　 　 　 　 2．♂
2．30歳 1 且

3r　31歳 2 月、　3・　6

夫 AN 　Rh 十

異 常 な し　現存

聾韈撚 ｝ ・ fiで 碓

聾難攤｝ ・ 日で甦

41

第 1 兒 ANRh 十

第5 兒ANRh 十
抗

蠱纛｝… 2

11

・2蜘 珊 1
2．26歳 12月

301第 1 兒 0
黙

　 第 4 兒 OMN
　 　 　 　 　 Rh 十

夫

B
潔監平1抗 。、 不 完蟻 鰾

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 ： 1

（第 4 兒分姨後 5 日）

3．27歳 12月

4．29歳 5 月
5．31歳 11月
6．　33歳 ll月
7．　35歳 11月

8．37歳 5 月

9．40歳 2 月

1．♀　 異常な し　現存

・．・ 鸛 擺 嬲讐
異常な し

… 囓 攤 歪
明鴨 全 躰 腫

4．♀　萱疸中等度　 3H で 菟亡

5．e　黄疸 中等度　瀕 次 輕 快　現存
6．♀　 重症 貰疸　 3 日 で死亡

7．♀　 重 症黄 疸 　 3H で 死亡

… 儲 驍畧
棚 鴨 重顱 疸

鱈 蝿 攤
棚 騰 重猿 疸

・G．・聯 月 1
・・．♀ ｛1召驪野

明 鴨 重症鏈

1．22歳 8月
2

，
24歳 11月

3．28歳 3月

4．3 歳10月

1．？　異常な し　現存
2．　δ　異 常な し1 年 6 ヵ 月麻 疹 で死亡

… ｛欝跫
1 年 6 力 脯 化狼

4．δ　重症黄疸　1 ヵ 月で 輓快　現＃

，1。。 滿 。 。 隔攤臨 ＋

　　　　　　　1 第・児・NQRh ＋

．
抗 ・・不 完全 凝鱶 ・・4…1：ll翻

61 飯 ゜ 君 ゜

　 　 BM 　 Rh −
　 1
　 夫 OM 　Rh 十30
　 第 1兒BM 　Rh 十

　 1第3兒OM 　Rh ±

鑼韈繍
Il 耄難

抗 Rh 不 完全凝集素
　 　 　 　 　 1 ： 1

（
第 3 囘産後
2 年11 ヵ 月）

1．20歳 4 月
．

2．22歳 9 月

3．　27歳 11月

7
・1清 ○ ア、σ 34

　 1

［第
3 兒

黷
第 4 兒 OMq
　 　 　 　 Rh 十

　OMq 　Rh一
夫 OMNq 　Rh 十

．抗 Rh 不 完全凝集素
　 　 　 　 　 1 ： 4

　 （第 4 囘産 直後）

1．　　 3 ヵ 月原因不 明流」鑒
2．♀　 重 症黄 疸 　 3H 死 亡

3．6　 重 症 黄 疸 　漸 次 輕 減 　現 存
4．6　重症 黄 疸 　16臼で 死 亡

  お 重症黄疸 7 日で死亡

1．♀　異常な し　現存
2．♂　 重症黄疸 　 3 日で死亡

  ・ 群 鏃 鋸曁
勧

韆
1．23歳 7 月
2。24菖戔12月・
3．26歳 4 月 i
4 。34歳 12月

1．　 　 3 ヵ 月過勞 の アこ め 自然 流 産
2 ．　 　 8 ヵ 月 双 飴早産間 も な く死亡

3．　S 　 異 常 な し　萼見存

  ♀ 全 甥 水腫 10分 で 死 亡

　 第 1 例第 6 兒．

　妊娠 9 ヵ 月末 で 八 工 早産 ，

．
臀位分娩 ， 第 2度の

假 死駅態に あ り， 人 工 呼吸 ， 冷熱交互 浴強心劑注

射等の 蘇生衝 も效 を奏せ す ， 豫 め用意 した母 の 血

球 の 生理．食鹽水淨游液（抗 Rh 抗 髑 を除去 ）40ccを臍

静賑 よ り輸血 す．・之 に依 り
一時心 薄動 彊盛 となる

も再び次 第 に 微弱 とな り出生後42分 で 死 亡 す．鱧

重 2170g
，
、血液所 見 （臍 帶血 ）一血球素 （ザ 冖り尸）
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649〃，　ti；
一
血 球 416 × ｝04

，　白』辻チ求2480〔），　骨昌透宗田胞

4 ， メ ク 彊級這派田月色4 ， 　桿ナ伏核白』蝕球 6 ，づ｝核ti’白
血 球 38

，
リ ン パ 球 47

， 穴單核翻胞 ユ， 赤芽細胞60

（白血球 100に對 し）．

　剖見 所見一腹腔潴 溜液凡 そ 30cc， 心臓 右心 室脊

面に 出 」血斑 5 個 あ b ， 卵圓孔 及 び ボ タ ロ 氏管開存

す．膵薔薇色で實質 性， 含氣性 に 乏 しい ．肝臓 103

9 稍 弐肥大 ， 高度 の 鬱血 あ り， 造thL機能 亢進 を示

す． 骨髄赤色髄 で 造1血機能亢進 を認 む． リ ン パ 腺

留針頭大 に腫脹 し發赤著明． 硬腦膜 に 盗 』h斑敷個

を認 む．

　第 1例 第 7兒一

　滿期正 常産，鵲 重 36109，外見 異欝 を認 め す元

氣 に喃泣す． 生後 5 時聞 で 輕度 の 黄疸 が顏面 に 認

め られ ， 以後次 第 に 杢 身に 現 われ，翌 日は著 し く

墸張 す． 肝臓肋骨弓下 3 横指觸知 す．哺乳意慾な

く， 第 2 日 に は黄疸更 に 強 くtM　1） ， 母乳 を少量吸

飮 し， 嗜眠陸な る も刺戟す れ ば啼泣 し， 時 々 痙攣

樣發作 あ り， 午後 よ り呼 吸 稍 よ 不整 ， ロ唇稍 ≧ チ

ア ノ ーゼ色 を呈 す．午 後 6時 30分頃 よ b急 に
一・

般

歌態悪化 し， 顔面 チ ア ノ ーゼ著明 ， 呼 吸 不整 促迫，

口鼻 よ り粘稠水 泡歌 液 を出 し， 痙攣發作あ ｝
），兩

肺野に濕性豪隹音著明，體温［38．7° C に ＿ヒ昇 し，　弖曇心

劑 注射 ， 酸素吸 入等 も效 な く， 午緩 9時 20分 生後

約 62時間 で 死亡 す．生 後毎 日 AM 　Rh 型 の 血液

50ccを骨髄内蝓」血す る と共に ， 毎 日 3 囘 5 ％葡萄

糖液 20cc及 び ビ タ ミ ン B
、，
　C ．　K を皮下 注射 した．

　兒の 血 液所 見 は第 13表 の 如 くで ある ．

第 13表　血 液 所 見

　 剖檢所見一體重 2S509， 全身皮1薄は 強度 の 黄疸

色 を 呈 し ， 所 々 に 大 斑歌 の 紅斑樣 發赤あ b．心鹹

20g か な り穴 き く心外膜の所 々 に溢血斑 を認め る ．

卵圓孔は 頂径 2mm に 開存 し朗鎖の 傾 向な し．ボ

タ ロ 氏管は 開存 し閉鎖 の 傾 向は認 め られ る ． 肺臓

は左23g
， 右30gで 右 中， 下檗外側 に肋膜 の 浴血斑

を認 め る ． 左右共 に 含氣量乏 し く水 腫樣 の觀 を呈

し， か な b弖凱 ・黄疸色 を 呈 す ．肝臟 1709著 し く腫

大 し， 鬱 」血著明 て 造 」血機能 の 存す る の が認め られ

る．脾臓 1609稍 甥 重大 し鬱血 竝 に濾胞著明 ， 造血

機能 が認 め られ る．腎臟左 19g
， 右 18g

， 左右共 に

腫大 し， 割面 は登 般 的 に 黄褐色 で特 に乳頭部は著

しい 黄疸色 を呈 す． 骨髄全 て 赤色髄 で 造血機能 の

亢進 が認 め られる．腦340g
， 割面 を見 るに Stam −

mganglien か ら N。　 amigdalae 及 び Pons の 下

孚 ， Vierte　Ventrikelの床及 び BrUcke の 中央

音「；
， 小腦の下部 ，

N ．　dentatus 等に 強 い 黄染 が認

め られ る．

　 第 5例 第 5 歩己
一

　滿期正 常産，體 重 35009
， 出生時異常 を認 め す，

生後數時間 で 顏面 に 黄 疸 を認め ，漸次 全身 に擴が

b増 彊 す．哺乳力弱 く ， 體重次 第 に減少 し， 輕度

の 發熱あ り， 5 日 目 よ り頻囘 の 吐 乳 あ り， 葡萄糖

液 ， 肝臓製劑等 の 投與， 筋 肉内蝓血等の 治療 も效

を奏 せ す，第 7H に 死亡 す．

　．血液所見は第 14表 の 如 くで あ る， 臍帶」血1の 血 清

黄疸指 數は モ イ vv グ ラ 〉・ ト践法 に ょ 1） 35で あ っ

た．

　 　 　 　 　　 　 第14炎　血 液所 見

一
L

」

O
）

．
→

耋
購

麗
慧

叢
鵠

り

白

系

血

血

匿

細

　

　

　

　

　

 「
血
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系

髄
白一
白
、．

核

．
概

伽．
髄

叢
性

タ一
状
核

系

冒メ

單
ラ

血

蛮
エ．

過
メ

窒
9

迭
プ

第
．

踟球血伯胞細

．
一
赤

配繃状綱

圧 後　生 後 1 生 後
3 日さ…間 　30日寺閭

155

日3間

　 　 13
　 　 441
　　 251−一一

　 1
一

ニ
ー
i
一

一24％
．
一跫廴 186％

1370 × 104360 × 工04387× 104
　 9400　 1　 9500　

110900

　　 1　　　 q＿　　 2
　 　 6　　　　 0　 ．

　　 1

　　10 　　 1− 1　 ．β
　 　 　 　 　 　 8　　　　12
　　　　　 ぢ4　　 6e

　 　 　 22 　　 　 ユ9
　 　 　　　　　　 　

　 　 　 　 3　　　　 3
　 　 　 　 0　　　　 0
95　 1　　 11　 旨　　 13
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−．
「
『一一

唇百
一
．
一一一

砲

「臍帶血
、茅譛

1
告日響

エ オ ジ ソ 好性白血球

骨　 髓　 細 　 胞
メ タ 骨 髓 綱 胞

桿 状 核 白 血 球

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
1
　　 23

　剖檢浙見一體重26709
， 全身 著 明 な黄疸色 を呈 し

輕度の 爵血性素因 が認 め られ る が ， 奇形は認 め ら

れ な い ． 心 臓 ， 心外膜 に 1個 の溢血 點 あ り， 卵圓

孔 は膜樣 に 閉 鎖 し， ボ タ ロ 氏 管 に は僅か の 内 腔が

血 　　
…

し

球

療
胞

黝

　一
　

　

一

　

　

一
に

白性核分
り

天
細

　

　

　
書

　
の

　

パ

系…
−o蠡

y

肄

白

一馴
F

謡

．」− L − o ］＿ −o一

劉　lLl．
8 　1

一一一一
7
−

1

−
　 5

621
一

65h7 ガ．
翦

一 ．
齬

一
：− 24 −

　2　1　　 4　 　 　 　 　 　 　 　 3
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−−
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β

認め られ る ． 肺臓左右共 に含氣量稍 S 少 し．軒臓

1659 ，か な り肥大 し， 高度 の鬱血及 び黄疸 があ b

造血 機能 の 存在 を認 め ， 高度 の 血鐡症が 認 め られ

る．脾臓 129，稍 去大 き く高度 の 鬱血 竝 に 血鐵症

が あ る． 骨髓赤色髓 で 造血機能 の 亢進 が認 め られ

る． リ ン パ 腺輕度の 肥大 があ り，赤色髓 ・様で高度

の欝血 と極 め て 輕微 な骨髓化が見 られ る． 胎盤 に

は特記す べ き病變が見 られな い ．（綜合醫學第 6 卷

第21號27頁に報告）

　 第 6 例第 3 ラ己
一

　満 期正 常産，體重3200g，出生時異常な し．翌 日

よ り蚕 身に彊度の 黄疸を發 し， 發熱あ り， 哺乳力

減退 し， 啼泣 せ す，嗜 眠性 で ， 肝臓腫脹ある も浮

腫，
’
浴血斑 な く， 嘔吐 な し．黄疸は生後 10日目頃

よ り漸次 減 ’：N す． そ の 後の 發育遲 く，坐 る の は 1

年 6 カ 月頃 よ り，つ か まり立 ちは 1年 10カ 月頃 よ

り， 頭 が固定 して 來た の は最 近で あ る． 2 年頃迄

は物 に 驚 くと誼 ぐ痙攣 を起 した．現 在 2年 11カ 月

で ある が ， 言語 障碍 が あ り， 智力 も漸 く兩親 を識

別 す る程度 で
， 四肢 に 強直麻痺 が 見られ る ．

　 第 7例第 4 兒
一

　妊娠末期 羊水 過多症 の傾 向あ り， 全足笹分娩 ，

全 身水 腫歌 で 腹部膨滿 し ， 第 2 度 の 假死状態で ，

蘇生 術 を行 うも效な く出生後 10分 で 死 亡 す．體重

2800g，血浪所見（臍帶血 ）t 血球 素（ザ ーリー）．106

％ ， 赤血球 460 × 104
， 白血球 17600， 血 清黄疸指

數（モ ィ レ ン グ ラ ハ ト）13
，

エ オ ヂ ン 好 性細胞 1 ，

中性好層滑 髄細胞 5．5
， り一デ ル 型 5 ， 前骨髄 細

胞 1
， 後骨髓細胞 1，刺戟型 L 桿歌核 白血球 15，

分核性 白血球 33， リン パ 球 33・5，大單核細胞 4 ，

赤芽細胞（自1血球 100に對 し）49，剖檢所 見一 至 身

皮膚淨腫欺 を呈 し，特 に顏 面 に 彊 く， 腹部膨滿 し，

腹水凡 そ 40cc，胸腔内に も右40cq 左30ccの濾水

液 あ り． 心繊高度 の 奇形 あ b，右室 よ ｝）m，た肺動

脈は下方 に 向 う大動版 と交遞 し， 同時 に 左 室 よ り

，掛 た大動胝は 左頸動脈及 び 左饋骨下 動脈に綾 き下

恂枝 な く， 隔壁缺損 し， 卵圓孔開存す．肺識含氣

な く鐵沈着あ り， 肝臓 100g杢般淨腫充血 匪で ， 所

々 に骨髄外 造」缶組織 を認 め る．脾臓 9g充 亅血性 で骨

髄 外 造血 機能低 く， 腎臓右 8g ，左 9g で 充盈 性 ，

輕度の骨髄 外造」血機能存す．　 リン パ 腺
一

般 に 充血

肥火 し， 赤芽細胞の 浸潤 を認 む ．胎盤炭 白色浮 腫

歌 で ，絨 毛血 管 に赤芽細胞 を見 る．

　總括竝 に 考案　　　　　　　
’

　 1・ 發現 頻度

　本症 の 發現 は Rh 陰性の母 と Rh 陽性 の父 とい

う組合 せ に 因る もの で あ る か ら ， 其 の 頻度は此組

合せ に 比例 する ．歐米 で は几 そ 500例 の分娩に 1

例 の 割合 と報告 され て い る ．我國で は Rh 陰性 の

婦人 が Rh 陽性 の 男性 と結婚 す る頻度は3・28％ で

あつ て 歐米 の約 4分 1 の で ある か ら，
t凡 そ 2000例

の 分娩 に 1例 鄭ち， 0．05％位 が姜當な頻度で あ ろ

う． 吾敏 室に於 け る 昭 22〜24の 3年間 の 分娩總數

は 2389例 で 中本症 は既述 の第 1例及 び第 7例 の み

で あ り，第 5 佛は 日赤 中央病院 2360例 （昭 22．1〜

24．7）の 分娩 中 の 1例で ある．

　 2．　妊娠 と の關係

　 本症 が初 産に發現 す る こ とは稀 で あ る こ と1ま，

そ の 發生 が同種琵 疫 に因 る こ とか ら推察 され る．

7例 中第 2 囘産 よ りが 4 例 ， 第 3 囘産 よ bが 1例
’

第 4 囘産 よ りが 2 例 で あ る ． 第 5 例 で は第 1囘は

妊娠 3 ヵ 月流産で あ る の に 第 2囘 産 よ り重症 黄疸

を起 し て い る が ， 之 は第 1 囘の妊娠 に よ り免疫 さ

れた と 1ま考 え られす， 恐 ら く第 2 囘妊娠後牛欺 に

張 力 に 免疫 された もの で あ ろ う．

　 妊娠及 び分娩 の 反復 に依 り抗 Rh 抗體が 次 第 に

増加 し，本症の 症歌 か らそれ に比例 して 重篤 に な

る こ とは第 1 ， 3 ， 　4例 で推察 され る．　第 3例 に

於 て 第 2 ， 3 ， 4 兒が 死亡 した の に 拘 らす ， 第 5

兒 が輕i症で抜復 した の は ，　 それ 以前の妊娠間隔 が

1 〜1・5年 で あ る の に
， 第 4 と第 5 の 間隔 が2．5年

で ある こ と に 依 る の で あろ う． 同樣 に 第 5例 に 於

て 第 3 兒 が醫治 に依 り恢復 した の は 前囘 と の 間隔

が 2 年 9 ヵ 月 で あ る か らで あろ う． 叉 第 6 例 で 第

3兒 が助 か つ た の は闇隔が 5 年以 王 の た め で あ ろ

う． 聞隔が長 くな れ ば，抗體 價 が儀下 す る筈 で あ

る．第 7例 に 於 て 前囘 と の 間隔 が 8年 8 カ 月の長

期で あ る に 拘 らす胎兒水 腫症 を發 した の ぱ， 恐 ら

く母體 の 被麹 を性が體 質的 に 強度 で あつ て
， 妊娠

後牛 期 に 冤疫 が急遉 に行 わ れ る と共 1こ ， 胎盤 の 抗
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體 透過性 も叉 亢進 して い た もの と思わ 敵「る ．

　 3． Rh 因子 不適 含と他 の ．r血液型 の 不適 合

　　7 例中 ABO 型 不適合 1例，　MN 型 不 適合 2例 ，　Q
型 不適合 1 例の み で あ つ て ，Rh 因子不適合 と他 の

血 液型 不適 合 と が合併 して い る こ と は 少 い ． 之 は

Landsteinerの あ る種の 抗原 は他 の 抗原 作用 を妨

げ る と い う読 に
一

致 する．

　 4． 性 別 との 關係

　 本症 と 思 わ れ る 23例 の 中男 性 14例 ， 女性 9 例 で

Llbi．nski ，　Pot亡er の 報告 の 如 く男性 に 多 い ．

　 5． 抗 Rh 抗體 に 就 て

　 7 例中抗 Rh 凝集素 の み 1例 ， 抗 Rh 不完垂凝集素

の み 4例 ，爾者共存 す る もの 2 例 で あ り，Sachs の

報告 と同樣不完全凝 集素の み が多い ．抗Rh抗體 價

は凝集素 1 ： i〜16
， 不完杢 凝集素 1 ： 1〜32 で あ

つ て ， 歐 米 に於 け る 報告 の 如 く特に高値の 例 は た

い ．抗 Rh抗體 の 淌 長 に開 して は 實驗例が 少 い ：ブ，

第 1例 で は殆 ん ど變 化 を認 め られす， 第 3傍 て は

産後凝 集素の 高い 土 昇が 見 られ る。 第 6例 で は産

後長 期間經た の に 不 完杢 凝集 素が 見 られた． 以 ｝：

よ 1）不完全凝集素は割合 に 變動 が な く安定 で あ る

の に ， 凝集素は妊 娠末期 か ら分娩直後 に が け て 薯

し く上 昇 し，
以 後再び下降 し易い もの と思 われ る．

Wienerに依れ ば就體 の 種類 と臨床症 歌 と の 閃 に は

密接な關係が あ る とい うが ， 第 4 ， 5 ， 6 例 で は

不完杢凝集素 の み しか 證明 さ れ な い の に 重症 黄疸

蟄 で あ る こ とは氏の 読 に 反する． 抗鱧 の種類 と病

型 と ｝ま必 す しも
一致 す る もの で は な い と の Levine

の 読 に一致 す る．初二乳中 の 抗 Rh 抗 鱧 は第 1 例 に

於 て 不完全凝集素 が血 清 中 よ b も低値 に 證 明 出來

たが ， 凝 集素の排 出は認 め られ な か つ た ．抗 B 凝

集素が血浩 中 よ りも 遙か に高度 に排 出 さ れ て い る

の に 比較 して 反 つ て 低値 で あ る の は抗 體 の 種 類 に

依 つ て 乳腺透過 性 を異 に す る た め と 思 わ れ る．

　 6・ 症候論

　 7例 中 6例 は黄疸型 を主 と しp1 例 が 水腫型 で

あ る が， 第 1例 の 第 6 兒及 び第 3例 の 第 3児 は 水

腫型或 は貧血 型 と想豫 さ れ る か ら， 各型 の 發生 が

同一 の 母 に 見 られ る こ と は 輿味 あ る 事 で あ る ． 貧
血 は 必 發の 症歌で 307〜461 × 104 で あつ た． 黄疸

は 生 後數時間 で 起 り，急激 に 全 身 に 擴 が り， 死 亡

しな い 場合は 相常長 期 に 及 ぶ． 7k腫型 の 水 腫は毘

生 時既 に 見 られ胸腹膣 に渡潴溜が 見 られ る． 赤芽

細胞症 は必 す存在 し ， 臍帶通エに 於 て 白血球 100に

封 し 23〜95見 られた．肝臓肥大 は必 す見 られた が

脾臓肥大は 著明 で は な い ． 第 2例 で は重症黄疸に

併發 しノて メ レ ナ 樣丘紅血力舞忍め られ た ．　重症黄疸型

で は 多 く若干 の發熱 ， 食思不振，嘔 吐 ，嗜 眠 ， 痙

攣が 見 られ ， 幸 に して 治癒 して も第 6例 の 如 き智

能障碍 と腦性嘛痺 を貽す場 合があ る ．

　 7．　 剖檢所見

　 心 臓に は卵圓孔及 び ボ タ ロ 氏管 の 開存 乃至 高度

の奇形 ， 肝臓及び脾職 に は腫大，鬱Jfii．， 骨髄外造

血 組織 の 存在 ， 骨髓 に は 造血 機能の 尤進， 腦に は

核責疸が見 られ る 他所 々 に溢血斑 が發見 きれ る．

　 8． ．
豫後

　本症 の豫後が極 め て 悪 い こ と は 7 例 の 経過 か ら

静 雌謄 れ る． 抗器 價 低 く輕 症で あつ た もの の み

辛 う じて 輕 快治癒 して い る ． 死亡 率が病型 と抗體

撰 に 左右 され る こ と は ，　多數 の 報告 の 示す所 で あ

る．

　 9 ・ 治療

　 本症 は溶血 現 象を主鱧 と して い る た め， 先す輸

lfitが 冊題 とな り，
Rh 陰性1血液 を 50〜100　cc 宛出生

後 な る べ く・早期 よ り反 復踰血 す る 方法 が推奨 さ れ

た が，最近 Wa 正1ersteinは 交換隷血 法 を案 毘 して

卓效 を牧 め た ． 第 1例 第 6 兒 に は 母 の 血液 よ り抗

體 を除 い た 血球 淨游液 40ccを臍 帶 よ り ， 第 7 兒に

は母以外 の Rh 陰 陸血液 を毎 日50cρ宛 3囘 骨髓 内

に輸血 ， 第 5例 第 4 兒 で は 父 の Rh 陽性1血液 を筋

肉内輸血 した が何れ も死 亡 した．Carterは Rh 附

着蹉｝を 治 療 に 使 用 して 有效 で あつ た と報告 した．

其 の 他 ビ タ ミ ン C．K 血 漿，1血清 ア ル ブ ミ ン
， 酸

素等が推奬 さ れ て い る ． 母乳は 熱 して 抗髀 を破壊

し て か ら與 え よ と の 意見 もあ る が， 叉 それ程 の 害

は與 えない か らそ の 必 要を否 定 す る 人 もある． 第

1例 の 場 合は 授乳せ し め た． 死産或は 水 腫t2uの 如

き もの に は 如何 な る 治 療 も無效 で あ 「） ， 結局豫防

す る他手段が な く現 在 こ の 方 面 に 活 撥な研 究が行

わ れ て い る こ と は 喜 ば しい こ とで あ る
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　 第 4篩 蝓血 と Rh 因子

　 輸血時 に 於 け る読明 し難 き 副作用 と 考 えられ て

い た同型 間の 不遖合牲 に關 して は 從來幾多 の 報告

が あ 1），
Landsteiner，　Zecho，　Neter 等は 從來の

血液 型 と は無關係な 不 規貝啀性凝 集素 の 産生 され た

例 を報告 した，後に Rh 因子が 發見 き れ て その 本

體 が解明 され る に至 つ た，實驗的に 之 を證 明 した

の は Wlener 及 び Petersで ある．

　私 は 吾教室 入院患者に 就 き輸亅血後惡感 ， 戰慄 ，

發熱等の 副作用 の 著明 で あつ た 9例 に就 き調査 し

た が ， 患者 は全 て Rh 陽性 で ， 血 清中に抗 Rh 抗

體 及 び抗 M ， 抗 N，航Q等 の 凝 集素を發見 し得な か

つ た． 從 つ て 之 等は血 液型 の 不適 合に 因る もの で

は な く， 他 に 原 因があ る もの と思 われ る，檢査 を

依 頼 さ れた興味 あ る 1例 を報告 す る ．患者 は 44歳

の男性 ， 病名邏延性 心 内膜炎 ， 入院治療中 100cc

宛患者 と 同型 の A 型血液 を 5 旨間逹績輸血 した

肌 　そ の最絡 日 に 全身に 蕁麻疹樣 の 發疹が 轟 ， 癢

痒感張 く， 悪感 發熱あ り， 輸血 前觸れ な か つ た肝

臓が 2 横指 徑觸 れ る よ うに な つ た． 發疹は以後次

第 に 消退 した．　 5 日 目に 再び， 100cc輸1丘Lした と

こ ろ 可 び全 身 に 強度 の發疹と悪感戰懆 を俘 う發勲

が あ 1） ， 尿量減少 し尿 は 赤禍色 を呈 し，ウ n ビ リ

ン ，ウ ロ ビ リ ノ ゲ ン 陽性 ．全 身に輕度の淨腫竝 に責

疸 ， 皮膚粘膜 に溢血斑 が現 わ れ ，　 1邇聞後 に は肝

臓 3横指徑 脾臓 4 櫨指 徑觸れ た．貧』iエ
， 自血球 」替多

症 ， 赤芽細胞 i曾多症 が出現 し， 2邇 間後 に於て 」血清

黄疸指數 （モ イ レ ン グ ラ ハ ト）40， 意識 も約 2 週聞

溷濁 して い た． 以後次第 に輕快 した．患者の 血液

型 は AMNQ 　Rh一で血活 中に は 抗 Rh 不完崟凝集

素が最経輸並 後70日 目 に 於 て 1 ： 2に證明 さ れ た．

本例 は既往 に蝓』血さ れ た こ とな く， 輸血 第 5 日に

既 に 副作用 を呈 して 來た 事は ， 抗Rh抗醴が産生 さ

れ始 め た事 を示 す． そ の後 の 輸」血 の 際 に は夏 に抗

體 價 が上 昇 して お り重篤な溶血 性副作用 を起 した

も の と思 」考 さ れ る．

　女子 で は妊娠 に 依 っ て 抗 Rh 抗 體 ヵ；産生 さ れ る

の で あ る か ら， 經産婦 に 輸血す る際は Rh 因子 も

顧慮 レ，
Rh 型の檢査 ， 就 Rh 抗體 の有無 を檢査 す

る必要 が あ る．

　　　　　　　 第 4 章 結　 論

　 L 　基礎的 研究

　 （1）． Macacus　rhesus の 血球 で 海獏を免疫 す

る こ と に 依 り， 實用 上 Rh 式血液型剣定 に 充分使

用 し得 られ る抗 Rh 拍1清 を作製 した ．

　 （2）・　他 の MacacuS に 蜀す る猿類に は通常Rh

因子 は存在 しな い よ うで ある．．

　 （3）．　就 Rh 不 完杢凝集素 の檢轟 に 」血漿或 は血

清 の代用晶と して 卵白 ア ル ブ ミ ン の 生 理 食鹽水溶旧

液 が使用 し得 られ る．

　 （4）・ 調査總數 1144名 中Rh陽性 96．6％ ，
　 Rh陰

i生3．4％ で あっ て ，Rh 陰性の 頻度は 在米 H 本 人 竝

に 加來等の 九 州地方 の頻度 に 比 し高 く， 東京 に於

け る猪野の 3．1 に 近 い ．我 國内 で も地 域的な差異

が あ るの で はな か ろ うか．

　 （5）． Rh 式．血液型 が性 別 ，
　 ABO 式及 びMN 式血

液型 と無闢係 で ある こ と は 先 人 の報告 と 同檬 で あ

る が ， Q式及び S式血液型 と も又無關係で あ る．

　 II． 臨床的研究

　 （1）， 不妊症 と Rh 因子 との 間に は若干 の 因果

關係が見 られ る が ， 之が如何 な る機序 で起 る の か

不明で あ る． 恐 ちく局所 反應 と云 うべ き厭態 に 依

り妊卵 の早期死亡 吸牧 が行 わ、れ るの で はなか ろ う

か．ABO 式，　MN 式 ，
　 Q式，　S 式各血液型 との 間 に

｝ま匿題係力｛な い ．

　（2）． 流産 と Rh 因子及 び他 の沌液型 と の 間に

は有意の 關係 を見阻 し得な い ． 之 に 反 し早死 塵の

一
部は Rh 因子不適合 に 原 因す る もの で あ る が ， 他

の 血液型 は 關係 がない．Rh 因子同種免疫 に依 つ て

早死産は起 る の に 流産は起 きな い の は ， 妊娠早期

で あ る た め に Rh 凝集原及 び抗 Rh 抗 鱧 の胎盤通 過

が困難で ある ため で あろ う．

　 （3）． 新生兒溶血性疾患と Rh 因子 と の間 に は

明 らかな 因果關係 が認 め られ る．ABO 型に も若干

の 關係が ある が ，
MN 型 は無關係で あ る ．我 國 に於

け る Rh 因子 に 依 る新生兒溶血性疾患の頻度 は20001

の 分娩 に 1例位 で あ ろ う． 經産姑 に 起 き易 く ， 分

娩囘數 を重ね る に從つて 症歌 が重篤 に な る 傾 向が

あ る．Rh 因子不 邁合 と他 の 1血液型 の 不 適合 とが合

併 す る こ と は少 い ．男性 に起 り易い．母 の 抗 Rh 抗
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孅 は 不 完全凝集素で あ る 場合 が 多 く， 不完全凝 集

素 の 方 が凝集素 に 比 し安定 で あ つ て ， 分娩後長 く

殘 る傾 向が ある． 就體 の種類 と症歌 と の 聞 に は 一

定 の關係は ない ． 乳汁 中に も抗 體 は分泌 され る が

血 清中 よ り稀薄で あ る． 症厭は重症黄疸塰が 多 く

貧 血 ， 赤芽細胞増多症，肝臓腫大 ， 造血機能の亢

進 が必 す見 られ， メ レ ナ樣患血性素因が見 られる

場 合 もあ る ． 後貽症 と して 智能障碍 ， 腦性麻痺 が

見 られ る． 豫 後は極 め て 不良 で 抗體價 と病型 と に

關係す る． 治療に は ， 重 症型 に 少 量の 輸血は效果

を期待禺來 ない ．

　 （4）． Rh 因子 に 因 る輸 」血1．の 副作用は 我 國で は稀

で あ る が存在 し， 惡感，皸慄 ， 發熱等 の他に溶1血

に 因 る血球 素尿 ，肝 脾腫大，黄疸 ， 發疹等が見 ら

れ る．

　稿 を終 る に 臨 み ， 終 始 御懇篤な る 御 指導竝 に 御校閲 を

戴 い れ恩師長 谷廻歡授 に深謝す る．獪本研究 は文部省科

學研究費 の 補黙かに 員 う所多 く竝 に 併 毬 て謝意 を表す．本

論 文 の 要 旨一部 は 第44囘 日本婦人科學會總會 に 於て 報皆

しアこ．
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